
「鈴鹿市ものづくり企業交流会」を開催しました

市内の産業基盤を支えるものづくり製造企業同士の交流
や親睦を深め、併せて産業支援機関との連携を促進する場
の提供をめざし、１月１７日（日）鈴鹿ハンターにて、今
年で１１回目となる「鈴鹿市ものづくり企業交流会」を開
催しました。交流会では、市内製造企業１６社や連携７機
関による展示会、センターの事業紹介、展示企業による自
社ＰＲなど、ものづくりに関する多彩な催し物が行われ、
約１、３００人の来場がありました。

「鈴鹿市ものづくり企業交流会」の出展企業の皆様にアンケートを行いました

▲高校生向け企業紹介の様子

また、今年初めての企画として、高校生に向けた企業
紹介イベントを開催しました。市内製造企業６社が市内
外の高校生に自社の特長や魅力を説明しました。
屋外弁天広場では、屋内では実施が困難な大きな製品

や音が出るような製品を来場者に体験してもらうことで
、企業の製品・技術を知ってもらえるように企業体験コ
ーナーを開催しました。
体験コーナーではフヂイエンヂニアリング㈱様による

▲企業展示場の様子
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今回の「ものづくり企業交流会」について、開催後、出展い
ただいた企業様にアンケートを実施いたしました。その結果、
約８割の方が他社と交流があり、仕事に繋がる可能性のある企
業があったとの回答を得ました。
初開催の高校生向け企業紹介イベントについては、「高校生

採用に向けて会社のＰＲをすることができた」、「情報交換が
できた」、「自分の仕事を客観的に見ることができた」 、 「
高校生に仕事内容を知ってもらうことが出来た」等の意見があ
りました。
今後とも、いただいた意見を参考にしながら、より良い「も

のづくり交流会」を開催していきたいと考えております。ご協
力ありがとうございました。

電動スケートボードの試乗会、㈱野島エンジニアリン
グ様によるオートバイの展示、燃料電池自動車（CLAR
ITY FUEL CELL）の展示を行い、多くの来場者に楽し
んでいただきました。
今年度は「モノづくり企業感染症対策応援事業費補助

金」を新たに創設いたしました。今回はその補助金から
生まれたフェイスシールド、マウスシールド、マスク、
パーテーション、足踏み消毒液スタンドの製品展示も行
いました。

▲体験コーナーの様子
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令和３年度 ベーシック研修受講者を募集します

◆対 象 市内中小製造企業の新規採用従業員、一般従業員（全3回の研修に参加できる方）
◆と き 4月５日（月）、６日（火）、７日（水）9時～16時30分（７日は15時10分まで）
◆ところ 市役所別館第3 2階ものづくり産業支援センター会議室
◆定 員 １８人（先着順）
◆参加料 無料
◆内 容 現場で役立つものづくりの心得と基礎知識についての講義、グループ活動など
◆申込み 3月1９日（金）までに、産業政策課ものづくり産業支援センターへ

令和３年度研修計画を紹介します

令和３年度の集合研修（ベーシック、リーダー、マネジメント）、選択講座、出前研修の予定
は下表のとおりです。ぜひ自社の研修計画に組み込み、積極的にご活用いただきますようお願い
します。

※職場のリーダーを目指す方対象の「リーダー研修」も４月から募集を開始します。
こちらの研修にも是非ご参加ください。


